
大名行列 どんな様子なのか考えましょう！

＜課題＞ なぜ、大名行列が行われるようになったのかを予想しよう！



大事ポイント

① 徳川家の親類

② 関ヶ原の戦いより前から家臣だった

③ 関ヶ原の戦いのあとで従った

親藩

譜代

外様



徳川家光（１６０４年～１６５１年）

３代将軍

武家諸法度を改めた！

武芸と学問にしっかりはげむこと。

新しく城をつくってはならない。

大きな船をつくってはならない。
（一部）



大事ポイント

２代将軍秀忠は、（ ）というきまりを
つくり、それにそむいた大名は、他の土地に移したり、
領地を取り上げられたりした。
３代将軍（ ）は、武家諸法度を改めて、
大名が領地と江戸を一年おきに行き来する（ ）
の制度を定めた。

武家諸法度

徳川家光

参勤交代



武家諸法度によって、大名をどのように支配させたか。

一、城の修理は届け出よ！
→

一、自由に結婚することは禁止！
→

一、参勤交代をしなさい！
→

軍事力をもたせない。

同盟を結ばせない。

大名の負担が大きい。
将軍や幕府に逆らえない、大名の経済力と
軍事力をうばう仕組みをつくった。

強い力



人々の暮らしと身分

武士

百姓 商人

世の中を支配する身分
名字を名のり、刀を差す。

武士の暮らしを
支える

年貢を共同責任で納める。
質素な生活に制限。

長屋で暮らす。
町の整備の仕事や費用を負担



大事ポイント

江戸幕府のもとでは、（ ）が世の中を支配する
身分とされ、（ ）を名のり、（ ）を差す
などの特権が認められた。（ ）や（ ）は
っ武士の暮らしを支える身分とされた。

幕府は、百姓に対して、村ごとに（ ）を納めさ
せるとともに、（ ）というしくみをつくり、
年貢を納められない者や罪をおかすものが出ると、
（ ）で責任を負わせるようにした。

武士
名字 刀

百姓 町人

年貢

五人組

共同



鎖国への道

日本 東南アジア

日本人商人

スペイン
ポルトガル船
キリスト教宣教師

江戸時代の初めの交流



鎖国って何？

貿易船にのってきた宣教師たちの活動によって
キリスト教信者の数が（ ）。

貿易の利益を考えて、キリスト教を許していたが、
幕府の命令をきかなくなることをおそれて、
キリスト教を（ ）した。

増えた

禁止

貿易は大事…。でも、キリスト教信者が
増えると都合が悪い。

ひどい！つらい！…（ ）一揆が起こる。島原・天草



キリスト教を広めない国と貿易！！

オランダと中国！

長崎の出島だけ！

鎖国

外国の情報や
貿易の利益は
幕府が独占！


